
「有明中学校の有明音頭伝承活動の取組」 

１．学校名 志布志市立有明中学校 

２．学年・人数 全学年 121人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

令和７年５月      有明中学校グラウンド（体育大会練習） 

⑵ 発表の日時・場所 

令和７年５月11日（日） 有明中学校グラウンド（体育大会） 

 

４．伝承・活用に

取り組んでいる

郷土芸能，伝統

行事，伝統工芸

品について 

 

⑴ 名 称 

有明音頭（ありあけおんど） 

⑵ 由 来 

昭和53年(1978年)、有明町町政施行20周年を記念して町民憲章とともに

制定され、町民歌と併せてレコードが製作された。 

⑶ 構成等 

 ４番からなり、歌詞には地域の風景や偉人、歴史や特産などが織り込ま

れている。 

５．文化財伝承・

活用の取組にお

いて地域との連

携や工夫した点

等 

 

地域の伝承者を学校に招いて、生徒に指導していただいた。 

 

 

６．取組の様子 

（練習状況，発

表の場等） 

 

 

 

 

 

 

 

７．感想・意見 

 

（参加児童生

徒・保護者・

保存会・教員

等） 

【指導者】 

・ 生徒たちが一生懸命に練習に取り組んでくれたため、楽しく指導できた。 

【生徒】 

・ 有明にこのような音頭があることを知らなかった。これから機会があれ

ば踊っていきたい。 

【教職員】 

・ 郷土芸能を生徒に伝える良い機会となった。 

【保護者】 

・ 久しぶりに踊って気持ちよかった。このようにして子供たちに伝えてい

けることは良かった。 

 

 

 

【指導者による実演練習風景】 【体育大会当日地域の方と一緒に】 

〔文化財伝承等の取組事例〕 


